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いくつかの運動会における工夫の事例を以下に挙げます。 
参考HPなどは各記事の下に記載しています。 
以下の記事の内容は必ずしも【主催者の意見を反映している】また【正しいこと】ではあり
ません。参考事例として取り扱います。 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
人間作りの幼児期支援・音のない運動会がはじまった 
今から９年前のことです。 
日々当たり前にやっていることがある日を境に当たり前とは限らないこともあるということ
に気づかされ、２００４年の秋の運動会は、常識を覆すそんな型破りな運動会となりまし
た。思い切ってやってみました。そうなのです。音のない運動会を試みたのです。 
 
　運動会には音楽がつきものです。ＢＧＭは定番の「天国と地獄」がより会場の雰囲気を盛
り上げるのに一役買ってくれています。そう思って長い間、保育園の運動会のあり方を考え
ることはありませんでした。そんな私に一石を投じてくれた自閉症児のＡ君。Ａ君にとって
の運動会こそがまさに地獄だったのです。そんなＡ君の辛さに寄り添い、一生懸命Ａ君が参
加できる運動会はないものかと考えてくれた１７名のクラスメ－ト。頭の固い大人には柔軟
な心を持つ子ども達の力を借りることが一番の近道でした。結果、秋晴れの下で音のない運
動会がスタ－トしました。こうでなければならない。昔からやっていることだから。と作り
上げられた行事を覆すには勇気も要ります。しかし、やってみましたら案外簡単だったので
す。 
 
　初めにＡ君のことを少しお話します。Ａ君は年中・年長の２年間、園に在籍しました。 
一年目の運動会はかけっこのみの参加で終わりました。これからお話ししますのは年長児に
なったＡ君のことです。 
 
Ａ君の苦悩 
　保育園の運動会は毎年１０月に行われます。 
練習は２学期が始まると同時に開始されますが、まずＡ君が乗り越えなければならないこと
はスピ－カ－から流れ出る音楽の大音響でした。練習が始まると部屋中に鳴り響く音にＡ君
は、顔をしかめ両手で耳を押さえＣＤを止めて欲しいと大泣きをする毎日でした。当然のこ
とですが練習どころではありません。 
 
大好きなプ－ル遊びでも音が気になるのかな？ 
　初めのうちはどうしたら音に慣れてもらえるのか悩みました。水遊びが大好きなＡ君がプ
－ルに入り好きなことをしていたら音が気にならないかも知れないとプ－ルサイドでＣＤを
かけてみたりもしました。しかし、Ａ君は音が鳴った瞬間プ－ルを飛び出しました。やはり
Ａ君にとってはスピ－カ－から流れ出る音は、我々が想像する以上に辛いものでした。 
 
慣れてもらうことが大事ですか？ 
　Ａ君には音に慣れてもらい我慢してもらうことばかりに重点を置いていました。 



しかし、練習しても慣れないこともあるということがＡ君の苦しむ姿を見て少し分かったよ
うに思いました。苦しむＡ君を見ていると、いっそのこと音を無くしてあげた方がいいのか
なと思うようにもなりました。しかし、運動会はＡ君一人のものではありません。園の一大
イベントである運動会を一個人の考えで音をなくすという決定を出すわけにはいきません。
それでもＡ君が参加できる運動会ができたらと思う気持ちはより強いものとなりました。 
 
子ども達との話し合い 
　クラスの子供たちには音に苦しむＡ君のことがどのように映っているのか。 
子ども達の思いを聴くことから始めました。Ａ君は大きな音が苦手であること。このまま音
を出して練習していても運動会の練習ができるようにはならないであろう。練習どころか運
動会にも参加することが難しいのではと投げかけてみました。 
 
　すると子ども達の中から「音を小さくしてみたら」と提案がありました。そこで音を小さ
くしてみました。それでもＡ君は耳を塞いで泣きました。それを見ていた他の子どもが
「もっと小さくすれば」と言ってくれました。先ほどよりさらにボリュ－ムをしぼりました
がやはりＡ君は泣き止みません。次々に子ども達が立ち上がり「こうすれば」とプレ－ヤ－
を部屋から廊下へ運び出してみる子がいたり、それでもダメだとなるとさらにプレ－ヤ－を
二階から園庭まで運んでいく子どもも現れました。こうして話し合いをする中で子ども達は
少しずつＡ君が参加できる運動会を考えようとしていました。いろいろと試してみたものの
これでよしというものが見つからず「やっぱりだめか」と肩を落とす子ども達でした。 
 
　そこでもう一度「それでもＡ君と一緒に運動会に参加した方がいい？」と聞きますと「う
ん」とうなずく子ども達。その中に「Ａ君はお家にいれば」という意見もありましたが「そ
れでは淋しいよ」という子ども達が圧倒的に多かったことに年長児としての成長を感じまし
た。 
　続いて、Ｂ子ちゃんが「踊りは音がなければだめだけどすず割なんか音がなくても大丈夫
だよ」こんな意見を言ってくれました。Ｂ子ちゃんの発言がきっかけで綱引き、かけっこ、
親子競技、リレ－等々が音なしでできるとそれぞれの子ども達は、Ａ君が参加できる運動会
をしっかり考えてくれました。園にとりまして初めての音のない運動会になります。ただ
し、先ほども述べましたように運動会はみんなのものです。Ａ君のためにみんなが我慢する
だけではなくみんなでできるところは少しずつ譲り合う気持ちを大切にした運動会にしよう
と心掛けました。 
 
職員会議で決めた事・その結果 
　早速、職員間で話し合いを重ねた結果、ダンスだけは音を消すことができないということ
になり、ダンスは午後のプログラムに廻したりと大幅なプログラムの見直しをしながら午前
の部の入場行進からＢＧＭは一切使わないことにしました。もちろんかけっこ、つなひき、
すず割の合図のピストルもすべて笛に変えました。 
 
　運動会当日は、音楽がない午前の部は盛り上がりに欠けるであろうとあらかじめＡ君に受
け入れてもらえることを確認しておいた唯一の楽器、タンブリンで職員がリズムを打ち子ど
も達がそれに合わせて手拍子を打って会場を盛り上げました。子ども達が入場すると同時に
保護者の方も手拍子で子ども達を迎い入れて下さり、胸が熱くなりましたことは今でも忘れ



ることができません。A君は残念ながらダンスには参加ができませんでしたが午前の部のす
ず割、かけっこ、綱引き、親子競技、全員参加のリレ－のすべてに参加することができまし
た。 
 
連絡帳の中から・・・・・母の思い 
　Ａ君が入園して以来ずっと毎日、Ａ君が園でどのように過ごしたかを連絡帳に書いて家の
方に読んでもらっていました。その都度、母親は必ず返信して下さったので結局、交換日記
のようなものになりました。ある時、「光とともに」がテレビで放映されました。Ａ君は音
に敏感です。主人公である光もピストルの音が苦手です。Ａ君の母親がもしこのテレビを見
ていたとしましたら運動会についてどう考えているのかなと思いました。 
 
※「光とともに」＝「光とともに...自閉症児を抱えて」という日本系列で放映されたテレビ
ドラマ 
（サラリーマン家庭に生まれた光（ひかる）が自閉症であることが判明し、家族の葛藤や日
常生活の大変さ、保育園から小学校の特別支援学級での生活を経て、中学校の特別支援学級
へ進学した光の成長と新たなる問題などが描かれている。） 
 
「光とともに」を見ましたか？と連絡帳に記す→母からの返信 
２００４年６月２日 
「光とともに」見ましたよ。ゆっくり座っては見れないのですが何かやりながら見ていま
す。運動会のかけっこで走り出すのを忍耐強く周囲の人が見守っていましたが、親としては
あの緊張は耐えられないかも・・・と思いました。もし走らなかったらどうしよう。みなさ
んに申し訳ないと思ってしまいます。 
 
Ａ君はスピ－カ－から流れる音に敏感で運動会の練習が難しいことを子ども達に話した日の
ことを連絡帳に記す→母からの返信 
２００４年７月２８日 
Ａのことについてクラスのみんなが考えてくれて親としては感動します。先生やお友達のサ
ポ－トを得てＡも逃げてばかりいないで頑張ってくれるといいなと思います。 
でも、現実は厳しいこともありますがこちらも協力しますのでよろしくお願いします。 
昨日のお迎えの時にＢ子ちゃんが「Ａ君は音楽が嫌いなんだよ」と教えてくれました。 
運動会の話し合いのことだったんですね。 
 
運動会の練習に参加をしたＡ君、体操の練習をする友達の傍で簡単な動作をしていた様子に
ついて連絡帳に記す→母からの返信 
２００４年８月２０日 
はとぽっぽ体操は体をゆすったりできるようになったんですね。少しずつ慣れてくれるとい
いと思います。自閉症の子は音の強弱のコントロ－ルが難しいらしく自分の声も適当な大き
さがわからない子もいるそうです。Ａがやたらと大きな奇声を出したりイライラして大声を
上げたりするのもそのせいかなと思うこともあります。 
 
繰り返し練習することが難しいＡ君には個別のメニュ－を作り練習することにしますと連絡
帳に記す→母からの返信 



２００４年９月９日 
Ａの為に運動会をいろいろ工夫して頂いてありがとうございます。感謝いたします。 
お友達も話し合ってくれてうれしいですね。すてきな運動会になりそうな気がします。 
 
無事に運動会が終わった翌日の母からのコメント 
２００４年１０月１８日 
いろいろとご配慮頂きありがとうございました。 
「誓いのことば」はあのような内容とは知りませんでしたので驚き感動してしまいました。 
親子競技もパラバル－ンも親子ともども楽しめましたし、綱引きは後ろ向きに引っ張ろうと
するＡや、手をバタバタさせて喜んでお友達と一緒にいるＡを見て、とんちんかんなことを
していても昨年よりずいぶん成長したなあと実感しました。これも先生方とお友達のお陰で
す。ありがとうございました。 
 

終わりに 

　例外的な場面を受け入れる柔軟性が保育園の運動会のあり方を変えました。 
音のない運動会は決して特別なことではなかったこと。 
感覚過敏に苦しむＡ君に慣らすとか慣れてもらうことにだけ力を注いでもなんの解決にもな
らないということ。 
それを教えてくれたのはＡ君と１７名のクラスメ－トでした。 
最優先と考えられる目的のために一つの決断を下し実行するには、クラスの子ども達や職員
の同意、そして保護者の方々の理解がありましたことは言うまでもありません。 
そして、９年前に子ども達から学んだことを無駄にすることのないよう日々研鑽していくこ
とが私達の責務であると改めて思いました。 

 
田倉　輝子　先生 

（たくら　てるこ　先生） 

　森幼児園　主任保育士 

【経歴】 

・横浜私立　青葉幼稚園 

・池田市立　社会福祉施設　やまばと学園 

・横浜市　認可保育所　森幼児園 

・公益社団法人　神奈川学習障害教育研究協会　会員 障害児保育に携わること30年。 

療育センターでの経験を活かし、森幼児園では統合保育を実践されております。 

 
http://www.gasuka.co.jp/column/problem10.html 
 
 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

http://www.g-asuka.co.jp/column/problem10.html


 

　つくし保育園に運動会がないのはなぜですか？また、０～２歳までの子どもたちが
参加しないのはなぜですか？ 
　つくし保育園では毎年、「例年」ということにとらわれず、初心に立ち返って行事のあり
方について考えてきました。その年の子どもたち一人一人、またクラスの様子も違うからで
す。日本の保育園の行事の歴史をさかのぼってみますと、小学校以上の学校行事をそのまま
取り入れたものが多く、その中でも『運動会』の起源を探ると、明治以降、軍国主義教育の
集団訓練の一貫として始まったことがうかがえます。このことから私たちは、保育園で生活
している子どもたちにとって、この行事が必要であるかどうかについて話し合ってきまし
た。 
　園の歴史を振り返ってみますと、様々な疑問を抱えながらも、開園当初は個性を大切にし
た自由表現を取り入れる一方、個人競技や組体操、鼓笛隊など、いろいろな種目や形式を試
みていました。乳幼児がここまでできる！ここまでよく頑張った！と大人が見て満足感を覚
えるような『運動会』をしていた頃もありました。でも、疲れきった子どもたちの様子を見
るにつけ、このままでよいのかと悩み、子どもたちの個性と自分からやってみようとする意
欲、そして健康を尊重することを基本において、『運動会』への取組みを考え直すようにな
りました。 
　乳児クラスの子どもたちも、最初は無理のないように十分配慮しながらも、参加という形
を取っていました。子どもたちにとっては、長時間、直射日光や砂ぼこり、そして騒音の中
に置かれることは、精神的にも肉体的にも苦痛であり、望ましくないということから、乳児
クラスは普通保育を行なうようにいたしました。そして日常の生活の中で、乳児クラスが運
動遊びをしているところに遊びに行って、子どもたち同志一緒に楽しみました。そこには自
分よりも小さいお友だちをいたわる和やかなひとときが生まれています。 
　名前も『運動会』→『のびのびうんどうかい』→『うんどうあそびのひ』→『いっしょに
あそぼう・うんどうあそびのひ』、さらには現在の『いっしょにあそぼうのひ』へと変わっ
てきました。『いっしょにあそぼうのひ』はできるだけ日々の子どもたちの遊びから生まれ
てきたものを大切にし、「見せる」のではなく、子どもたちがどれだけ「身体を動かすこ
とって楽しいな！」と感じられるかを目標にして、おうちの方も｢見る｣という立場ではな
く、｢一緒に楽しんで｣いただく｢いっしょに遊ぼう｣という形ができあがってきました。 
　子どもの遊びは生活そのものであり、その中で様々なものを自ら学んでいきます。教えら
れたものと違い、友だち同士の遊びを通して、身をもって覚えたことは忘れず、これから生
きていく上での土台となります。｢○○ができる｣｢○○ができない｣という評価をするのではな
く、様々な体験を通して、｢○○することが好きになる｣幼児期に、このことを一つでも増やせ
ることがこれからの人生の土台となっていくことと思います。好きなことであれば、自分か
らやってみようとするし、自然にできるようになるのです。 
　子どもたちは、日々忙しいおうちの人のことを十分に知って気遣い、｢一緒に遊んで！｣と
言うことを我慢している子どももいます。｢もっともっといっぱい遊んでほしい｣という子ど
もたちの姿から、わらべうたを中心に親子の遊びをいっぱい紹介し、子どもたちが大好きな



親子のフィールドアスレチックを広げて、主体的に遊びを選択しながら楽しめるように工夫
してきました。 
　おうちの方が迎えに来られるとホッと安心して再び遊びこむ子どもたち。ですから、ビデ
オやカメラのファインダーを通してではなく、暖かいまなざしを向けてほしいと思います。
心通わせるひとときとなりますように。 
 
http://tsukushikko.com/top%202011/index.html 
京都地の塩会 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
詳細取材はまに会いませんでしたが、 
埼玉県の、幼保連携型園・まつぶし幼稚園＆こどもの森保育園＝こどものもり
http://www.kodomonomori.ed.jp/ 
では、従来的な運動会をやめて家から園まで仮装をして歩いてやってきて、お祭りのように
行事を行っているそうです。園のHPに「は光の子ふれあい広場（親子参加運動会）」とあり
ます。ここでは子どもの活躍を期待するというのではなくて、親子で参加するということが
重視されているようです。 
 
（見学を随時受け入れている園ですのでもし興味があれば連絡をとってみてくださいね） 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
とある園の園だより、より 
 
「運動を楽しむ会とマーチ（行進曲）」 
 
今年、私が運動を楽しむ会で使用する曲の選択をしました。図書館へ行ってみると時期的に
特別コーナーが設けてあり「運動会にはこの曲！」のポップがありました。試聴してみたの
ですがやはりマーチがいわゆる運動会の定番のよう。アニメの歌入り曲もマーチ調にアレン
ジされているものが多かったです。結局、マーチ大全集のような３枚組のCD作品の中から選
曲をしたのですが、学校で定番使用されている有名曲は昔のアメリカやヨーロッパの軍隊が
様々な戦いを記念して作ったものが多い事に気が付きました。そもそもマーチは軍隊から誕
生したようなものですので、まあ当たり前なのですが、、。 
この事実に気がついて、そういえばと思いだしたのが学校における体育問題。紙面の都合上
ここには詳しく書けないのですが「スポーツ」と「体育」問題など体育教育をめぐる歴史的
背景には色々あるようです。「運動会」の意義、伝統的競技の制定背景を振り返るというこ
とが今の園や学校には大切なのかもしれません。そしてその後に、使用する音楽をもう一度
考え直してみるのもいいのかなと思いつつ今回、園では余り戦争に由来のない様なマーチ
や、演奏楽器がユニークなものを選んでみました。耳慣れないマーチ（と一曲のワルツ）の
オンパレードだったかもしれませんが、印象に残っている音楽がありましたでしょうか？
「歴史は歴史、曲は曲と割り切りました！」といってしまえば簡単ですがそこに辿り着くま
でに一回考えてみたいものです。この会にふさわしい音楽ってどんなものでしょう？「動物
体操」の曲に続いて、来年は園でコンピレーションアルバムを作っちゃおうかな～。そのた
めには集める曲の方向性を決めなくちゃ。アイディアがあったら是非教えて下さい！ 

http://tsukushikko.com/top%202011/index.html
http://www.kodomonomori.ed.jp/%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%81

